
第３章 地域ごとの計画 
Ⅳ 千里山・佐井寺地域 

第１節 まちづくりの基本方向と計画 
 基本方向 計画 

①
佐
井
寺
や
春
日
の
旧
集
落 

と
そ
の
周
辺 

地域に点在する歴史・文化資源や

自然を生かし、歴史・文化・自然の

ネットワークの形成に努め、魅力あ

るまちづくりを進めます。 

● 春日神社、佐井寺、佐井寺伊射奈岐神社などの歴史・文

化資源を生かしたまちづくりを市民の協力の下で進めま

す。 

● 佐井寺や春日の旧集落に現在も残る歴史的まちなみの

面影を生かして、趣のある景観形成を図ります。 

● 緑の保全に努め、歴史・文化資源や自然に親しみながら

歩けるルートを形成します。 

②
関
西
大
学
と
そ
の
周
辺 

地域の人と大学や学生との交流を

深め、大学が地域に息づくまちづく

りを進めます。大学を地域資源とし

て生かし、地域文化を育みます。 

● 関大前駅や関西大学の周辺では、地域住民や商業者など

との協働により、学生と地域の交流の場の充実に努め、

学生街としてのにぎわいと活気のあるまちづくりを進め

ます。 

● 大学の施設開放やまちづくりへの参加などを促進し、市

民の学習環境の整備と市民文化の振興を図ります。 

● 大学の専門的研究機能や情報発信機能、学生の潜在能力

やエネルギーを地域文化の発展とまちづくりに生かせる

よう、大学との連携事業を推進します。 

● 留学生との交流などを促進し、身近な地域での国際交流

を進めます。 

③
千
里
山
住
宅 

と
そ
の
周
辺 

千里山住宅とその周辺は、緑豊か

で落ち着いた佇まいを見せており、

風致地区にふさわしい良好な住環境

の保全と育成に努めます。 
 

● 地区計画制度や建築協定制度などの活用や、景観の誘導

などにより、良好な住環境の保全と育成を図ります。 

● 「みどりの協定」地区の拡大などにより、緑豊かな落ち

着いたまちなみの育成を図ります。 

● 洋風住宅など郊外型住宅地開発の文化的遺産を保全し、

この地区の伝統を生かした住文化の創造に努めます。 

④
こ
の
地
域
全
体 

地域でのさまざまなコミュニティ

活動と連携し、住みよいまちづくり

を進めます。 

子どもなど、誰もが安心して暮ら

せるまちづくりを進めます。 

道路整備などに努め、生活環境の

向上を図ります｡ 
 

● 地域住民が活用できる広域的なコミュニティ施設を整

備するとともに、活動の場や情報の提供などを通じ、コ

ミュニティ活動を支援し、住民同士の交流を促進します。

● 児童館の整備を進めます。また、子育て支援活動を地域

住民、社会福祉事業者との協働で進めます。 

● 交通の不便な地域での移動手段について検討します。 

● 千里山駅周辺の交通混雑を解消するため、千里山佐井寺

線、春日豊津線の整備の促進に努めます。 
● 豊中岸部線、佐井寺片山高浜線の事業に伴う街路樹の植

栽など周辺環境整備に努めます。 
● 雨水施設の未整備地域では、その効率的な整備に努めま

す。 
● 千里山駅周辺整備事業については、地域の特性を生かし

た、魅力あるまちづくりに向けて、市民、事業者の参画

の下で、協働により取り組みます。 
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